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備考　１　この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

　　　２　※印欄は、記入しないこと。
　　　３　仮貯蔵・仮取扱する場所及び附近の見取図並びに構造設備を明示する図面及び説明書を
　　　　添付する。

＜　記入要領等　＞

１　届出者

　（１）個人：個人の住所・氏名を記入し、押印すること。
（２）法人：所在地、法人名、代表者の職氏名を記入し、代表者印を押印すること。
（３）法人以外の団体：所在地、団体名、代表者の職氏名を記入し、代表者の個人印を押印すること。
（４）官公署所：所在地、官公署所名、長の職名を記入し、押印すること。

２　住所・事業所名・氏名
原則、届出者と同一とするが、震災時等において仮貯蔵・仮取扱いの実施主体となる事業所・担当部署等を別に定める場合は当該事業所名等を記入すること。

３　危険物取扱者名

　　震災時等に行われる危険物の貯蔵・取扱いについてあらかじめ責任者を定め、氏名を記入すること。
　　※危険物取扱者免状の写しを添付すること。
４　危険物の類・品名及び数量、倍数

（１）類・品名：貯蔵・取扱いが想定される全ての危険物の類・品名を記入すること。

（２）数量：品名ごとの貯蔵（又は取扱い）最大数量を記入すること。

（３）倍数：品名ごとの指定数量の倍数を合算した値を記入すること。
５　仮貯蔵・仮取扱の場所

　　仮貯蔵・仮取扱いを行う場所の住所、事業所・建物名称等を記入すること。
６　目的
　　仮貯蔵・仮取扱いを行う目的について簡記すること。
　　※例）震災時等において、ドラム缶による一時的な貯蔵や手動ポンプ等を用いて携行缶等への詰め替えを行い、仮設の燃料供給拠点として利用する。

７　仮貯蔵・仮取扱の方法

　　危険物の貯蔵・取扱い方法について具体的に記入すること
　　※例）金属製200ℓドラム缶で危険物を貯蔵し、手動ポンプを用いて携行缶等へ詰替えを行う。

８　周囲の状況

　　別添図面参照と記入し、図面を添付すること。
９　土地・建築物等所有者の住所氏名・承諾印

　　届出者と土地・建築物等所有者が異なる場合は事前に承諾を得ること。
10　添付書類

（１）危険物仮貯蔵・仮取扱承認申請書（第３号様式）

　　※震災時等における申請時に必要となるため、事前に作成しておくこと。

（２）実施計画書、安全対策書

　　　※危険物の貯蔵・取扱い方法、使用資機材等について詳細に記載

　　　※火気管理、静電気対策、漏えい防止措置等に係る事項を記載

（３）仮貯蔵・仮取扱い実施予定場所の案内図、付近見取図、詳細レイアウト図

　　　※建築物内の場合は平面図、構造図等

　　　※詳細レイアウト図については、作成例１～５参照

（４）ポンプ、耐油ホース、油吸着マット、その他使用資機材の仕様書等

（５）仮貯蔵・仮取扱い責任者の危険物取扱者免状（写し）

